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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは、外国語系・国際系学部の学生の語学能力の向上や専門知の修得
のみならず、自律性、協働的成長、市民性や国際的専門性の育成を目指して、地域（図書館や小学校、高等学
校、博物館等）との連携による協働活動を通した、非正課及び正課教育プログラムを実施した。その結果、学生
の有する複言語・複文化的リソースが地域社会からのニーズに合致し、 地域社会で活かされたことから、単言
語及び外国語教育に特化するのではなく、複数の言語を扱う複言語・複文化主義に基づいた包括的な言語体験に
より、 大学生だけでなく、 多言語化の進む地域社会にも意義のある活動となることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Based on the perspectives of plurilingualism and pluriculturalism, five 
subprojects were conducted involving community collaboration designed both in and outside the 
curriculum for university students in this project, such as ones involving local communities such as
 a library, high school, elementary schools, and those involving agencies outside the university 
such as international students, and local residents, and experts in specialized fields. The learning
 effects of the program and its impact on the community were examined and It was suggested that the 
implementation of comprehensive field-based plurilingual activities were meaningful in terms of 
their language acquisition and disciplinary knowledge focusing on such elements as developing their 
autonomy, collaborative growth, citizenship, and international professionalism.

研究分野：英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
単言語及び外国語教育に特化するのでなく、複数の言語を扱い、外国語教育だけでなく様々な分野（文化政策、
移民）との連携により、複言語・複文化主義に基づいた包括的な言語体験が可能になり、大学生だけではなく多
言語化の進む地域社会においても意義は大きい。また、協同を通して地域に貢献することで、学生が自分の適性
を判断し、語学を学ぶことで社会にできる貢献が何かを具体的に考える機会となりキャリアと結びつけて、外国
語を学ぶモチベーションへとつながる。従来の外国語教育成果の数量的評価に加えて、外国語を学ぶ動機づけや
ジェネリックスキルを含む包括的な視点から、学生の学びや変容の質的な評価を試みることの有効性が示せた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
複雑かつ絶えず変動する社会状況に対応するために必要な能力として、経済協力開発機構
（OECD）は 21世紀初頭、①自律的に行動する力、②言語やテクノロジーなどのツールを相互
作用的に用いる力、③多様な社会グループで交流する力の３つをキー・コンピテンシーとして提
示した。さらに、2030年に必要とされる資質能力として恊働型問題解決能力とグローバル・コ
ンピテンスが挙げられており、国際レベルで、恊働力や、グローバル社会での多様性の尊重、シ
チズンシップの涵養が教育の重要な目標とされる。しかしながら、グローバル社会での恊働力を
視野に入れた外国語教育の実践は乏しい。従来は語学資格試験対策や語彙力増強といった狭い
意味での外国語運用能力育成に重点が置かれる傾向にあった。 
これからの時代に必要とされる外国語能力とは、社会や個人のニーズに合わせて、複数の言語や
その背景にある文化的知識を運用していける能力である。しかし、こうした学びを深めることは
教室内だけではもはや難しくなっている。つまり、外国語を学ぶ学生と外国語ニーズをもつ地域
社会を有機的に結び付け、目先のニーズにとらわれすぎずに、相互作用的にインパクトを与えあ
い成長することができるような共同体を作ることが求められているのである。 
 
 
２．研究の目的 
このような背景から、本研究では、外国語系学部の外国語教育として「外国語を用いて多様な
社会グループで交流する力」を高め、グローバル社会でのシチズンシップを身につけさせるため
に、学びの共同体を地域との連携によって構築することで、協同学習及び、プロジェクト型の学
習を展開した。そこで以下の研究課題を設定し、有効性の検証を試みた。(1) 複言語主義、複文
化主義の視点から、言語活動や異文化理解活動を通して外国語系学部の学生による地域貢献を
実現させることのできる学びの共同体を構築する：(2)外国語系学部の学生が、協同学習やフィ
ールドワーク、プロジェクト型学習の経験をすることによって、専門分野においてどのような学
びが得られたかを検証する：(3)観察やインタビュー等を通し、プロジェクトの実施が共同体へ
与えた影響を調査した。 
 
 
 
３．研究の方法 
近隣の学校（例：小学校、高等学校）、図書館、自治体など、協力団体を開拓し学びの共同体
を構築し、地域との連携を通して言語活動や異文化理解活動を通した外国語系学部の学生によ
るプロジェクトを実施した。言語やコンテンツによって内容を学生と考案し、地域の学校や団体
側にフィールドの提供の依頼をしたり、コンテンツ作成の指導と支援を行った。次に、協同学習
やフィールドワーク、プロジェクト型学習の経験をすることによって、専門分野においてどのよ
うな学びが得られたか、取り組みの有効性を検証すべく、参加する学生を対象に、観察や事前事
後インタビュー、アンケート等の手法を用いて、学習効果に関する量的及び質的データ（外国語
を学ぶ動機づけ、学習方略、ジェネリックスキル、他どのような学びがあったのか）を多面的に
分析した。 
 
 
４．研究成果 
本研究において実施したプロジェクトの活動内容を表１にまとめた。以下は分析方法の開発
成果及び活動概要である。またプログラムの有効性についての検証結果の詳細は吉田、他（2020）
を参照されたい。 
 
(1) 学習効果測定のための尺度開発（研究協力者：梶川・村上） 
大学と地域コミュニティ、 またはその関連機関との連携によって展開した協働体験プロジェ
クトのより効果的な学習をもたらす展開のための示唆を得るべく、有効性を多面的に検証する
ために、学習効果を測定する尺度を開発し、実践による教育効果及び共同体に与える効果を活動
前と活動後で比べて学生の変容を考察した。多様な活動の成果を評価するための客観的指標作
成のための基礎資料の収集を目標として質問紙を作成した。活動参加によって学生に生じると
推測される要素を測定するための項目を設定した。具体的には、 ①行動の特性（1～4）、 ②情
緒面の特性（5～9）、 ③自己認知（10～15）、 ④参加への動機づけ（16～26）、 ⑤思考方略（27
～39）、 ⑥多様性の理解（40～48）、⑦自己効力感（49～60）である。これら項目で活動参加の
事前と事後に調査をおこない、 その変化の有無と方向性を知ることとした。項目作成にあたっ
ては、 吉田（2020）を参照されたい。 
 
 
(2)「サイエンス・コミュニケーション」（研究分担者：畑田） 
「サイエンス・コミュニケーション」という正課の授業で、京都外大の近隣にある Y 児童館
で、「やってみよう！紙飛行機対決」と題したプロジェクトを行った。折り方や紙の種類によっ
て飛距離が違うことを子どもたちでも実感してもらうことを目的とした。 



 授業初回のガイダンス時と、プロジェクト終了時に、「教育実践における大学生の学びに関す
るアンケート」を実施した。事前・事後で 60 項目中 43 項目に有意差が見られ、すべてで事前か
ら事後で評価が肯定側に移っていた。「子ども」という、感情が表情に出やすい対象が喜んでい
る姿を見ることにより、自分たちのプロジェクトの成功を実感し、自己肯定感が高まったことの
表れではないかと考えられた。これらの成果は第 29回、第 30回の日本環境教育学会で発表し、
高い評価を受けた。 
 
(3) コミュニティ・エンゲージメントプログラム（研究分担者：河上） 
学科の正課として夏期に京丹後でおこなったコミュニティ・エンゲージメントプログラムの
事前授業および引率を担当し、そのなかで参与観察を行いながら、事前・事後において「教育実
践における大学生の学びに関するアンケート」を実施し、本科研メンバーとの共著でその結果を
残すことができた。 
 課外での活動としては、和歌山県美浜町三尾地区（アメリカ村）にて引き続き学生活動を展開
し、日系カナダ人向け英文 Web サイトを日本とカナダの協力者と連携し完成することができた。
http://wakayama-americamura.com/ 
 その他、滋賀の愛荘町での日系カナダ人のルーツ探し協力や、和歌山市内の市民向け講座での
学生による登壇などの機会があり、学生の学びの場を支えるコミュニティの外延を広げること
ができたとともに、コミュニティとの対話やニーズをもとに活動を発展させることができた。 
 
(4) 大学生・留学生・高校との連携による語学スタディツアー（研究分担者：島村・南） 
2019 年 8月 5日から 7日にかけて、地域と連携し、「大学生・留学生・高校との連携による語
学スタディツアー」を実施した。参加者が各々のリソースを活かしながら、異文化理解に関する
グループ発表に取り組み、成果として最終日に外国語でのプレゼンテーションを行った。取り組
みの様子が、『福井新聞』（2019 年 8月 6日、地域 23面）に掲載された。事前学習とスタディツ
アー最終日に振り返りアンケートを行い、プログラムの教育効果と示唆を吉田他（2020）にて報
告することができた。 
 
(5) 多文化・多言語絵本読み聞かせプロジェクト（研究分担者：中山、吉田） 
複言語主義、複文化主義の視点から、京都の図書館において、外国語大学の学生による多文化・
多言語絵本読み聞かせプロジェクトを実施した。専攻する言語が異なる外国語大学の学生が（英
語・中国語・フランス語・ポルトガル語）、近隣の図書館との連携で、様々な言語での絵本の読
み聞かせ、ゲームや歌などで多文化・多言語を紹介した。振り返りやインタビュー等から学生が
得た学びについて考察し得られた教育効果についての示唆を得た。また参加者へのアンケート
から、活動が地域にどのようなインパクトを与えたのかを考察し示唆を吉田、他（2020）にまと
めた。 
 
(6) コミュニティ・エンゲージメント活動（研究分担者：南） 
本学の学芸員資格課程講座における、 国際文化資料館の外部連携活動としての「コミュニテ
ィ・エンゲージメント活動」及び 2018 年に新しく創設された国際貢献学部の必修コア科目とし
て、福井県越前町熊谷において、越前フィールドミュージアム活動（以降、 CEP 越前）「地域住
民交流センターくまカフェ」の活動を実施した。正課科目としての CE の学修効果を統計的手法
と、 学生の活動や生活状態を観察した定性的分析から以下のことを明らかにした。①学生が複
言語を学習することのきっかけにするためには、 地域に寄り添い、 地域の資産とニーズを掘り
起こし、 地域の生活・文化に関わる課題を地域住民と交流しながら発見し、 解決していく能力
が必要である。②自律性、 協働的成長、 市民性や専門性の育成を目標とする学習として教室と
共同体を結び付けることで、 学生の協働、 または地域との協働を通した学びが、 学生を成長
させることができる。 
 
(7) 小学校英語ボランティア（研究代表者：吉田） 
英語の教員養成課程において 対象言語の言語システムや教授法の知識を得るだけではなく、 
実践者としての自らの経験を分析する研究手法を身に着けることが実践指導力を高める効果的
な方法であると考え、 授業実践の機会を提供すべく京都市内及び近隣の小学校校において本学
の学生による英語活動指導ボランティア活動を実施した。教職志望の学生にとっては教授技能
や職業意識の変容に影響することや（吉田・相川 2020）、教員志望でない学生に対しても、英語
の指導に特化した学びではなく社会人として今後活用できる汎用性のある能力を身に着けられ、
協働作業における重要な要素を学ぶ機会となっていることや、教職以外のキャリアへの方向付
けにも貢献していることが分かった。 
本研究プロジェクトでは、多様性を教育的資源として、 立場の異なった背景を持つメンバー
から帰納的・探究的に学び、 社会参加及び貢献に繋げられる場を学生に提供することで、 学
生が地域コミュニティにとって解決すべき課題が何かを自発的に考える機会となり、大きな学
習成果を生むことに繋がったと考えられる。活動参加によって、 自己の適性を判断し、 外国語
や専門領域を学ぶモチベーションに繋げたり、 キャリアと結びつける可能性も示せた。今後の
課題として、 長期的な観点から活動の効果を、 大学側だけでなく、 連携先のコミュニティや



組織にも共有できるような形で検証していくことや、 参加学生が体験を評価し、 言語化及び可
視化する場の構築と継続を目指したい。 
 
 
表１：地域との連携による各種協同学習プログラム  
 
 
プログラ
ム名 

多文化・多言語
絵本読み聞かせ
プロジェクト 

コミュニティ・
エンゲージメン
ト活動 

文系大学におけ
るサイエンス・
コミュニケーシ
ョン 

大学生・留学生・
高校との連携に
よる高大連携型
語学スタディツ
アー 

小学校英語ボラ
ンティア 

プログラ
ムタイプ 

体験型プロジェ
クト(正課外） 

地域調査・貢献
活動（正課） 

児童館でのプロ
ジェクト実施
（正課） 

宿泊を伴う交流
および発表活動
(正課外） 

学習支援体験
(正課外） 

実施場所
と期間 

単発の活動・近
隣の図書館 

①地域に泊まり
込みで 5週間 
②現地月 1 回３
～５日を 5 回実
施 

単発の活動・近
隣の児童館 

単発の活動：地
域の活動拠点 

月に一回の定期
的な活動と、単
発の活動：近隣
の小学校 

対象学生 専攻する言語が
異なる学生（英
語・中国語・フラ
ンス語・ポルト
ガル語・イタリ
ア語・ドイツ語） 

観光学科の２年
次生 

サイエンスコミ
ュニケーション
を受講する３、
４年生 

中国語を専攻す
る日本人大学
生・高校生、日本
語専攻する中国
人留学生 

主に教職課程の
学生 

連携機関 近隣の図書館 地域コミュニテ
ィ、役場、企業、
観光公社、ＮＰ
Ｏ、大学など 

Y児童館 福井県越前町熊
谷の地域住民交
流センターおよ
びその周辺 

京都市、高槻市
内の小学校 

目標と概
要 

言語・文化の壁
を越えた協働活
動を通して、多
文化共生社会の
あり方について
考え、次世代に
伝えたいことを
模索してもら
う。 

一定期間、地域
社会での暮らし
やその地に根ざ
した活動を通し
て問題を発見
し、その解決に
貢献できる人材
育成を目指す。 

反応が分かりや
すい子どもを対
象に、紙飛行機
を題材としたプ
ロジェクトを実
施。科学的バッ
クグラウンドの
代わりにコミュ
ニケーション能
力を持つ外大生
が、サイエンス
コミュニケータ
ーとしての経験
を積む。 

高大連携による
交流・発表活動
と地域貢献作
業。外国語での
コミュニケーシ
ョン能力の向上
と異文化理解
力・社会人基礎
力の育成を目標
とする。 

小学校での外国
語活動を実施。
教職に就く学生
の指導力向上と
児童の英語への
動機づけと国際
理解を目指す。 

評価方法 学生へのインタ
ビュー、来訪者
へのアンケート 

参与観察および
実習中の面談、
学生へのアンケ
ート、学生が書
いた毎日の活動
記録、LINE での
やりとりの記
録、地域住民へ
のポスター発
表・口頭発表 

学生アンケー
ト、児童へのア
ンケート 

参加学生へのア
ンケート、連携
機関協力者への
インタビュー 

学生へのインタ
ビューと学生ア
ンケート、児童
へのアンケート 

 
 
 
 
河上 幸子、東 悦子、西山 巨章 (印刷中)「和歌山アメリカ村の地方創生とルーツ・ツーリ
ズム ―移民研究の社会還元に向けて―」『移民研究年報』第 26 号 
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